
■約600の資産を、改築工事を行う単位（ユニット）で95個のユニットにグルーピングし、
「改築の優先順位」の目安となるリスク評価を行った。

【評価の方法】
処理場やポンプ場における、評価対象とするリスクは、『施設の劣化、損傷』とした。

被害規模（影響度）と発生確率（不具合の起こりやすさ）のリスクマトリクスを用いて
評価した。
評価は、改築工事を実施する規模を念頭に、処理場やポンプ場の概ね中分類ごと
かつ設置年度ごとのグループに区分したユニット単位で評価を行った。

【被害規模（影響度】
下水道施設における要求機能に基づき、
安全衛生機能・避難機能＞揚水機能＞
消毒機能＞沈殿機能＞脱水機能＞その他水処理・汚泥機能
の順に被害規模ランクを5段階で設定した。

【発生確率（不具合の起こりやすさ】
標準耐用年数超過率（=経過年数÷標準耐用年数）に応じ、
５段階で設定した。

経過年数 0年⇒健全度5 ⇒発生確率0
経過年数 10年⇒健全度4 ⇒発生確率1
経過年数 20年⇒健全度3 ⇒発生確率2 ※標準耐用年数到達
経過年数 30年⇒健全度2 ⇒発生確率3 ※目標耐用年数到達

（経過年数 40年⇒健全度1 ⇒発生確率4）

富士見町公共下水道ストックマネジメント計画【概要版】

【現状と課題】
■富士見町には富士見処理場、境処理場及び40箇所のマンホールポンプの下水道施設があり、

それらの施設には、土木・建築・機械・電気等の多くの資産を抱えている。
現状、処理場の機械・電気設備の多くは標準耐用年数を超過し、今後、施設の老朽化に伴う維持
管理費の増大や、本格的な改築事業に対する支出の増大が課題となっている。

【目的】
■本計画では、富士見町下水道施設の将来の改築事業実施に向けて、事故の未然防止と低減、

施設機能の適切な維持・保全、施設のライフサイクルコストの低減と事業費の平準化、改築実施
に向けた課題への対応策の抽出等を目的に「ストックマネジメント計画」を策定した。

１．現状の課題と目的

６. 修繕・改築計画（令和7年度～11年度） 

２．ストックの把握

■富士見町の処理場・ポンプ場のストック量を把握し、設置年度、仕様などの諸元情報を整理した。
構造物、機械・電気設備など６００近い資産を保有している。

■多くの資産を管理していく上で資産情報のデータベース化は重要。
調査した資産情報をもとに施設設備台帳管理システム（クラウド方式）を整備した。

３．リスク評価

リスク評価（抜粋：リスク値 高～低）

５．点検・調査計画 

■本計画では、今後のストックマネジメントの導入・実践に向けて、処理場・ポンプ場の各施設及び
設備の管理方法を整理し、主要なものについて、点検・調査頻度を設定した。

■本計画では、処理場・ポンプ場の設備に対する管理方法及び改築の判断基準について設定した。
管理方法は、大きく予防保全型と事後保全型に大別し、
予防保全型には、状態監視保全と時間計画保全がある。

管理方法の設定（処理場・ポンプ場）

改築の判断基準（処理場・ポンプ場）

令和7年～11年度の修繕・改築計画は、

リスク高と評価された富士見処理場と 
境処理場の中央監視設備、現状の汚
泥量に対して能力不足である富士見処 
理場の汚泥脱水設備を対象とする。 

富士見処理場の汚泥脱水設備は、改 
築により長期的なコスト縮減、効率化、 
省エネが可能となる場合に対象とし、 
検討結果により、「増設」対応とする。 

総事業費 約５億８千万円 
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４．長期的な改築シナリオ

■富士見町の下水道施設の全資産を改築し機能維持していくために改築事業費、設備の健全度などの
要素で100年間のシミュレーションを行った。

目標耐用年数で改築するケース 予算制約下で目標耐用年数で改築するケース（年あたり１億）

シナリオ
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項目

改築基準

予算枠（百万円/年）

累積事業費（百万円）

年平均事業費（百万円/年）

 事業費の抑制のために
標準耐用年数の1.5～2倍長く使用する

 予算制約や事業費の平準化を踏まえると、
一定のリスクがある

■コストとリスクはトレードオフの関係。リスクを低減させるためには適切な維持管理が必要となる。
将来、構造物の改築時など予算枠の増加は不可避であるが、
当面は設備の改築が中心となるため、現実的なシナリオ（年あたりの改築事業費1億円程度）を採用

躯体、機械設備の主機
（除塵機、主ポンプ、掻寄機、
汚泥濃縮機、汚泥脱水機など）

電気設備機器
状態監視保全、時間計画保全

以外のもの

基本方針
機能発揮上、重要な施設であ
り、調査により劣化状況の把握
が可能である施設を対象とする

機能発揮上、重要な施設である
が、劣化状況の把握が困難な施
設を対象とする

機能上、影響が小さい等、重要
度が低い施設を対象とする。

対象施設
ポンプ場・
処理場施設

保全区分
予防保全

事後保全
状態監視保全 時間計画保全

※１：国土交通省水管理・国土保全局下水道部、国土交通省国土技術政策総合研究所下水道研究部：

「下水道事業のストックマネジメント実施に関するガイドラインー2015年版ー平成27年11月」p.85に基づく健全度

対象区分 診断結果が健全度※１２以下の資
産

経過年数が目標耐用年数（標準
耐用年数×α）を超過している
資産

不具合、故障状況など

保全区分
予防保全

事後保全
状態監視保全 時間計画保全

資産数 土木 建築 建築機械 建築電気 機械 電気 工種計

資産整理単位 大分類 中分類 中分類 中分類 小分類 小分類 －

富士見処理場 22 10 4 3 78 76 193

境処理場 18 10 4 3 53 56 144

マンホールポンプ場 - - - - 80 161 241

計 40 20 8 6 211 293 578
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影響度
評価値

富士見処理場  機電 25 富士見-機電-汚泥設備-001 2.5 2
富士見処理場  機電 23 富士見-機電-中央監視設備-001 3.7 5

境処理場  機電 23 境-機電-中央監視設備-001 3.1 5
富士見処理場  機電 20 富士見-機電-受変電設備-001 2.7 5

境処理場  機電 20 境-機電-受変電設備-001 2.4 5
富士見処理場  機電 18 富士見-機電-自家発電設備-001 2.5 4

境処理場  機電 18 境-機電-自家発電設備-001 2.4 4
マンホールポンプ場  機電 18 MP-機電-精和荘下MP設備-001 2.9 4
マンホールポンプ場  機電 18 MP-機電-神戸大橋上MP設備-001 2.8 4

富士見処理場 機電 15 富士見-機電-沈砂池・1系水処理設備-001 2.7 3
富士見処理場 機電 15 富士見-機電-2系水処理設備-001 2.4 3

境処理場 機電 15 境-機電-1系水処理設備-001 2.4 3
富士見処理場 機電 14 富士見-機電-脱臭設備-001 3.8 2

境処理場 機電 14 境-機電-脱臭設備-001 3.5 2
境処理場 機電 13 境-機電-沈砂池ポンプ設備-001 1.3 4

マンホールポンプ場 機電 13 MP-機電-神戸大橋MP設備-001 2.0 4
マンホールポンプ場 機電 13 MP-機電-栂沢MP設備-001 1.3 4
マンホールポンプ場 機電 13 MP-機電-西久保５号MP設備-001 1.1 4

富士見処理場 機電 11 富士見-機電-3系水処理設備-001 1.4 3
境処理場 機電 11 境-機電-2系水処理設備-001 1.3 3
境処理場 機電 7 境-機電-沈砂池ポンプ設備-002 0.7 4

マンホールポンプ場 機電 7 MP-機電-テクノ上MP設備-001 0.9 4
マンホールポンプ場 機電 7 MP-機電-町民センターMP設備-001 0.3 4

境処理場  機電 6 境-機電-汚泥設備-001 1.8 2


